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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 8月 24日 (2006.8.24)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 一 対 の 基 板 間 に 液 晶 層 を 挟 持 し て な る 液 晶 表 示 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 一 対 の 基 板 の 液 晶 層 側 に は そ れ ぞ れ 電 極 が 配 設 さ れ る と と も に 、 前 記 液 晶 層 は 誘 電
異 方 性 が 負 の 液 晶 か ら な り 、
　 前 記 一 対 の 基 板 の う ち の 少 な く と も 一 方 の 基 板 で あ っ て 、 前 記 電 極 の 前 記 液 晶 層 側 に は
、 該 液 晶 層 に 突 出 す る 形 に て 誘 電 体 か ら な る 凸 状 部 が 形 成 さ れ 、
　 前 記 凸 状 部 の 裾 部 の 少 な く と も 一 部 が 誘 電 体 膜 に て 覆 わ れ 、 該 誘 電 体 膜 の 誘 電 率 が 前 記
凸 状 部 の 誘 電 率 と 異 な る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 誘 電 体 膜 は 、 前 記 凸 状 部 の 誘 電 率 よ り も 大 き い 誘 電 率 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 凸 状 部 の 一 部 が 、 前 記 誘 電 体 膜 よ り も 前 記 液 晶 層 側 に 突 出 し て い る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 誘 電 体 膜 は 、 前 記 凸 状 部 の 裾 部 と 、 前 記 凸 状 部 の 非 形 成 領 域 と を 覆 う こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ な い し ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 誘 電 体 膜 は 、 所 定 の 誘 電 率 を 備 え る 第 １ 領 域 と 、 該 第 １ 領 域 と は 誘 電 率 の 異 な る 第
２ 領 域 と を 備 え 、
　 前 記 第 １ 領 域 は 、 前 記 第 ２ 領 域 を 取 り 囲 む 形 で 形 成 さ れ 、 且 つ 前 記 第 ２ 領 域 の 誘 電 率 と
前 記 凸 状 部 の 誘 電 率 と の 中 間 の 誘 電 率 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し ４ の い ず
れ か １ 項 に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 誘 電 体 膜 の 表 面 が 、 平 坦 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し ５ の い ず れ か １ 項



に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ な い し ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 電 子
機 器 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 は 、 一 対 の 基 板 間 に 液 晶 層 を 挟 持
し て な る 液 晶 表 示 装 置 で あ っ て 、 前 記 一 対 の 基 板 の 液 晶 層 側 に は そ れ ぞ れ 電 極 が 配 設 さ れ
る と と も に 、 前 記 液 晶 層 は 誘 電 異 方 性 が 負 の 液 晶 か ら な り 、 前 記 一 対 の 基 板 の う ち の 少 な
く と も 一 方 の 基 板 で あ っ て 、 前 記 電 極 の 前 記 液 晶 層 側 に は 、 該 液 晶 層 に 突 出 す る 形 に て 誘
電 体 か ら な る 凸 状 部 が 形 成 さ れ 、 前 記 凸 状 部 の 裾 部 の 少 な く と も 一 部 が 誘 電 体 膜 に て 覆 わ
れ 、 該 誘 電 体 膜 の 誘 電 率 が 前 記 凸 状 部 の 誘 電 率 と 異 な る こ と を 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 前 記 凸 状 部 の 一 部 が 、 前 記 誘 電 体 膜 よ り も 前 記 液 晶 層 側 に 突 出 し て い る こ と が 好
ま し い 。 つ ま り 、 凸 状 部 の 一 部 が 液 晶 層 に 突 出 し て い る こ と で 、 そ の 突 出 部 分 に て 確 実 に
液 晶 分 子 の 傾 倒 方 向 を 規 制 す る こ と が 可 能 と な る 。 さ ら に 、 前 記 誘 電 体 膜 は 、 前 記 凸 状 部
の 裾 部 と 、 前 記 凸 状 部 の 非 形 成 領 域 と を 覆 う も の と す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 凸 状 部
の 突 出 部 分 以 外 の 領 域 を 誘 電 体 膜 に よ り 平 坦 化 す る こ と が で き る よ う に な り 、 該 突 出 部 分
以 外 の 領 域 に お い て 初 期 配 向 状 態 で の 配 向 乱 れ が 生 じ 難 く い も の と な る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 前 記 誘 電 体 膜 は 、 所 定 の 誘 電 率 を 備 え る 第 １ 領 域 と 、 該 第 １ 領 域 と は 誘 電 率 の 異
な る 第 ２ 領 域 と を 備 え 、 前 記 第 １ 領 域 は 、 前 記 第 ２ 領 域 を 取 り 囲 む 形 で 形 成 さ れ 、 且 つ 前
記 第 ２ 領 域 の 誘 電 率 と 前 記 凸 状 部 の 誘 電 率 と の 中 間 の 誘 電 率 を 備 え る も の と す る こ と が で
き る 。 こ の 場 合 、 上 述 し た よ う に 誘 電 率 の 違 い に 基 づ く 等 電 位 面 の 歪 み が 生 じ 、 具 体 的 に
は 第 １ 領 域 の 誘 電 率 を 第 ２ 領 域 の 誘 電 率 と 凸 状 部 の 誘 電 率 と の 中 間 に 設 定 す る こ と で 、 各
境 界 部 分 に お い て 等 電 位 面 の 歪 み 方 向 を 互 い 違 い に 形 成 す る こ と が で き る よ う に な る 。 そ
の 結 果 、 例 え ば 凸 状 部 周 辺 で は 該 凸 状 部 を 中 心 に 外 側 に 広 が る よ う に 液 晶 分 子 を 配 向 規 制
す る 一 方 、 第 ２ 領 域 周 辺 で は 該 第 ２ 領 域 を 中 心 に 内 側 に 狭 ま る よ う に 液 晶 分 子 を 配 向 規 制
す る こ と が で き 、 し た が っ て 片 側 の 基 板 の み で 液 晶 分 子 の 配 向 方 向 を 好 適 に 、 つ ま り デ ィ
ス ク リ ネ ー シ ョ ン の 発 生 を 最 小 限 と し て 規 制 す る こ と が 可 能 と な る 。 な お 、 誘 電 体 膜 が 第
２ 領 域 を 備 え ず 単 一 の 誘 電 体 材 料 に て 構 成 さ れ る 場 合 に は 、 凸 状 部 が 形 成 さ れ た 基 板 と は
異 な る 基 板 側 に 、 隣 合 う 凸 状 部 の 間 に 位 置 す る よ う に 同 様 の 凸 状 部 等 の 配 向 規 制 手 段 が 必
要 と な る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
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【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 前 記 誘 電 体 膜 の 表 面 が 、 平 坦 で あ る も の と す る こ と が で き る 。 こ の よ う な 平 坦 面 を 有 し
て い る 誘 電 体 膜 を 具 備 す る 液 晶 表 示 装 置 に お い て は 、 初 期 配 向 状 態 で 液 晶 分 子 の 基 板 垂 直
方 向 へ の 配 向 を 好 適 に 実 現 す る こ と が で き 、 該 初 期 配 向 状 態 で 液 晶 分 子 の 配 向 乱 れ を 防 止
な い し 抑 制 す る こ と が 可 能 と な る 。
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